


C H A I N の 目 的
人文 会 学 、 から 年 く知の を け 、

人 について えつ けてきました。とこ が�� の
り から、 を する ー ング の
などに い、人 の心や意識、自 、 会 、合理 とい

った、これまで 学や心理学などの人文学や 会 学で
れてきた研 究 に、 くの 学 が する

ようになってきています。 らに����年 に入って、ディープ
ラーニングを じ とする機 学 法の により、人
知能 AI が目 ましい を 、 々の スクで
人 を 能力を しつつあります。

こうした に いて、 学、AI、 して人文 会 学が
する地 に、まったく新たな異分野融合的研究が生まれ

つつあります。CHAIN こうした の融合研究 よび
学 教育の となることを目 しています。A Iや 学
から人 の に り、 学的ア デアや心理学研究が
A I や 学 研 究 に 新 た な を するといった

方で、三 がシーム スに融合した キ ィングな
研究 教育を目 して を っています。

人 知    A I 研 究 教 育 ン ー C H A I N 、
人 文 会 学 学 学 人 知 能 A I という異 な 知 の に、
新しい 人 知 の 成 を目 して れました 。
文 理 融合 の 的 な 学 的 研 究と大 学 院 教 育プログラムを します。

人 知 AI研究教育 ン ー CHAIN の研究と教育 、 に ける の
学、とり け 学 学 や人 知能 AI の知が き たっているス ングな

が、 から人 を かしている 学的 いと で なく、 し この
き て 的な 方で びついているという から しています。 の目 となる

つの いとして、 れ れ 意識 自 会 合理 を ています。
CHAIN 、このような の いを、 の 学と、 学的な を通して い て
いくた に れました。 な んも この に に参加して ま んか

中の様々な研究 、意欲ある学生の な ん、 の方々の 参加を します。
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Education Program
教 育プロ グラム

Activities 
C H A I N の

CHAINで 、人と人との 会いを重 しています。
学 的研究を するの 、ま しく研究 の

ット ークだからです。

CHAIN 教育プログラムで 、学 的 ット
ーキングのた の様々な が れて

います。 、C H A I Nプロ グラム 履 修 を
きっかけとして、 学中から学生 で学 的

研 究 を した も てきて
います。

Program-Based
Learning

01

コース ークを通して、 自の としない分野の
知識やスキルをしっかり学びます。 れ れの 履修生の
バックグラウンドに合 て、 目を することで

を取 ることができます � に じて らに
くの 目 を履 修することも 能です 。

プログラム・ベースド・ラーニング

Platform
Learning

02

ースクール と ウ ン ースクール を 年 し、
から第一線で する研究 を します。

こで れる学 的議論の に参加することにより、
履修生 の知見 ト ック に触 れることが
できます � スクール� 分に します 。

プラットフォーム・ラーニング

Practical
Learning

03

学 の異分野の研 究 への ン ーンシップ、海 の
研究 への研究 学、 での ン ーンシップなどを
通して、履修生 自らが た知識 スキルを 地に生かす
機会を ることが られます。 ースクール ウ ン ー
スクールを通して した人 も、 ン ーンシップ の

に生かすことができるでし う � 。

プラクティカル・ラーニング

学 的 研 究 の ッラプ ト ームとして、
CHAIN ミ ー を しています。

これまで�� し、 � ��人の参加
がありました。
これ まで � の シン ウム ーク
ショップ を して い ます。
第一 対面で���人、第二 ンラ ン
で から �人の参加 がありました。



Research Features 
研 究 の

Research
C H A I N の 研 究

CHAINで 、人文 会 学 学 学 人
知能 AI の知が根 から融合した 自 の高い研究を

っています。 学的ア デアや心理学の知見が 学や
A I の 新 た な 研 究 を 生 し、 学 や A I の が
人 と 会についての新たな を する、といった

方で、 的な知の ィールドを しようとしています。

CHAIN の 介 、  や 張 A
などの一人 的な を 能にする 新の を いた 知心理

を っています。 や A を して、 自 や
というものを らが ることで、自 に か る身 を

つことが た の 自 の 感 にどう を すか 、
人 にとって と かを理 しようとしています。

と人 知

CHAIN の 、 法人ト の 成を
て、今後、あたかも一人の であるかのように感じられる

人  とでもいう き が 会に
する 能 を見 えて、人 と人 どのような で す きかを

学、 理学、人 知能、人 生 、心理学などの を融合して
究する学 的な研究プロ クトを しています。

人 の理

学研究院の野 研究 教 CHAINコア
ンバー 、 ン ー長らのチーム 、自 意識の

自 が重なり合ったようなモードで ないかという 学的
ア デアから し、 重 合 カニ ム を えたA I ー

ントに 的 学 を る を いました。 の 、
この ー ントの中に の ー ントの目から見た に
対 するものが生まれてくることが かりました。

自 の重 合カニ ム

教 の 学 として、 介 、
教 コア ンバー とともに、 学 、 知 学 、

を 学 グループで ンス について しています。
目の の かが 目 つ 重 うに感じられる という の
総 である ンス と 、 れを知りたい れを に
入れたい と 機 ける ア ー ンス の一 で ないか。この
ア デアを の の がかりへと ています。
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Achievements

大 学 研 究 機

クロスコンパス

クロスア ント ント を
し、 研 究 C

との 研 究 を 。
を しています。

通

C H A I N と 通 により
研究を する ーチラ を

、 知 ィー ング の
知 学的 心理学的知見と

I 融合による の研究
を ました。

クトロン

学 コン ル ィングから
し、研 究 を して
知 を る学 的 研究に
取り組 ます。

アラ

に する 人
とのコミュニケーションや の

会 的 ス ス に つ いて
えるプロ クトをアラ C

らと ています。
AIについての 研究

も ています。

ックス大学 英
モ シュ大学

大学
ッ ム大学

学 大学院大学 I
学 研究 機 など

下の大学 研究機 と、様々な プロ クトを っています。

北大 教 として、
への の

クロスア ント ント を

企業連携契約件数・総額
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Tel: 011-706-4049

URL: https://www.chain.hokudai.ac.jp/
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履 修 生 の 声
年々新たな大学院生が参加し、文理の垣根を
越えた学びに意欲的に取り組んでいます。
アンケートから履修生の声を紹介します。

自分がほとんど触れたことのなかった分野や
方法論について知る機会があるだけで、研究に
対するモチベーションが高まりました。
今の自分の研究にも繋がっています。

第 三 期 生

CHAIN教育プログラムへの満足度
88%

様々なバックグラウンドの学生とのディスカッ
ショ ン を 通 じ て 、見 識 が 広 が る と と も に
異分野の人とのコミュニケーション能力が成長した
ように感じます。

第 一 期 生

貴 重 な 機 会 に 恵 ま れ たこと、非 常 に 嬉しく
思います。C H A I Nに入ってよかったと心から
思いました。今後英語で議論する力をつける
よう頑張ります。

第 二 期 生

知識やスキルの面で成長できた
94%

文理融合的な知識やスキルを身につけられた
71 %


